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通期業績予想の修正並びに投資有価証券売却に係る特別利益及び 

貸倒引当金繰入額等の計上に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2023 年２月３日に公表いたしました 2023 年３月期の通期連結 

業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１． 業績予想の修正について 

2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

130,000 
百万円 

2,400 
百万円 

2,400 
百万円 

1,700 
円  銭 

138.70 

今回修正予想（B） 130,000 1,600 1,700 1,700 138.70 

増 減 額（B－A） 0 △800 △700 0  

増 減 率（％） 0.0 △33.3 △29.2 0.0  

（ご参考）前期実績 

（2022 年３月期） 
111,829 2,008 1,882 1,638  132.95 

 

２． 修正の理由 

2023年３月期の通期業績予想の修正につきましては、2023年２月３日に開示しましたとおり、輸出生地

および半導体関連事業が好調に推移し、為替の好影響もあり、売上高は期初の予想を上回り、各利益に 

おきましては押し下げ要因があるものの、期初の予想通りに推移するものとしておりました。しかし 

ながら、下記４．に記載のとおり、一部取引先に対して貸倒引当金繰入額等を計上することにより、2023

年３月期の営業利益及び経常利益は前回発表予想を修正することとなりました。 

一方、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、下記３．に記載のとおり、投資有価証券売却

益の計上を予定しているため、前回発表の予想数値を据え置いております。  

これら一過性要因の影響を除く通期業績は概ね想定通りに推移しており、今後精査いたしますが、中期

経営計画の目標数値は達成可能と判断しています。また、2024 年３月期の通期業績予想は 2023 年３月期

通期の決算発表時での公表を予定しています。 

なお、配当予想に変更はありません。 

 



                                                                           
                 

３． 投資有価証券売却に係る特別利益の計上について 

保有する投資有価証券の一部売却により、2023年３月期第４四半期において、特別利益（投資有価証券

売却益）を計上いたします。これは、資本効率の向上、資産の効率化及び財務体質の強化を図るもので 

あり、政策保有株の貸借対照表計上額の連結純資産に対する比率を20％未満に引き下げることになります。 

 

①  投資有価証券売却の内容 

当社保有の国内取引所非上場の有価証券 

②  投資有価証券売却益（予定） 

８億円 

 

４． 貸倒引当金繰入額等の計上について 

当社の繊維事業において、昨今の急激な為替変動、原料価格や物流費高騰の影響により業績悪化が懸念

される特定の取引先の財政状態および経営状況を検討した結果、貸倒引当金繰入額等を 2023 年３月期 

第４四半期において、販売費及び一般管理費にその他債権に対する引当を含め計上（約６億円）いたし 

ます。なお、当該債権の内容につきましては、該社の経営状況が未公表であることから詳細の開示は控え

させていただきます。 

 

以  上 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因

により予想数値と異なる場合があります。 

 


